
大
地
震
復
興

祈
る
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者

「
終
わ
ら
な
い
戦
後
」

2015.8.

毎週水曜日掲載
蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀蓀

米
ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
大
の
橋
本
明
子
准
教

授
‖
写
真
・
同
大
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
‖

か
ら
新
著
を
い
た
だ
い
た
。
「

」
。
直
訳
す
れ
ば
「
長

い
敗
北
」
だ
が
、
先
の
大
戦
後
の
日
本
の

あ
り
よ
う
が
テ
ー
マ
で
あ
り
、
「
終
わ
ら

な
い
戦
後
」
「
永
遠
の
戦
後
」
と
意
訳
し

て
も
大
間
違
い
で
は
な
さ
そ
う
だ
。

お
礼
の
メ
ー
ル
で
安
保
関
連
法
案
へ
の

意
見
を
尋
ね
る
と
、
橋
本
さ
ん
は
こ
ん
な

ふ
う
に
返
し
て
き
た
。

法
案
の
よ
し

あ
し
以
前
に

「
時
の
政
府
の

判
断
」
に
対
す

る
「
国
民
の
深

い
不
信
感
」
が
あ
り
、
そ
れ
は
敗
戦
国
と

し
て
そ
う
簡
単
に
ぬ
ぐ
い
去
る
こ
と
が
で

き
な
い
文
化
的
素
地
で
は
な
い
か
。
い
く

ら
危
機
感
を
あ
お
ら
れ
て
も
「
普
通
の
国
」

に
は
な
り
え
な
い
の
で
は
な
い
か
。
な
れ

な
く
て
も
い
い
の
で
は
な
い
か
｜
｜
。

確
か
に
不
信
感
は
強
い
。
原
爆
投
下

年
に
当
た
る
広
島
の
平
和
記
念
式
典
（
６

日
）
で
、
安
倍
晋
三
首
相
が
な
ぜ
か
非
核

三
原
則
を
口
に
せ
ず
、
前
日
に
閣
僚
が
核

兵
器
も
安
保
法
案
の
法
文
上
は
自
衛
隊
が

運
べ
る
と
答
弁
し
た
の
に
も
驚
い
た
。
法

案
に
対
す
る
国
民
の
不
安
、
不
信
を
本
当

に
分
か
っ
て
い
る
の
だ
ろ
う
か
。

さ
て
英
文
２
０
０
㌻
ほ
ど
の
新
著
に
は

「
８
月

日
（
終
戦
記
念
日
）
は
戦
争
終

結
と
い
う
よ
り
、
敗
れ
た
国
の
文
化
的
ト

ラ
ウ
マ
を
象
徴
す
る
日
に
な
っ
た
」
と
あ

る
。
確
か
に
特
別
な
日
だ
。
終
戦
か
ら

年
も
た
つ
の
に
首
相
の
談
話
に
お
わ
び
を

入
れ
る
か
ど
う
か
国
内
外
で
議
論
が
巻
き

起
こ
る
。
よ
し
あ
し
は
と
も
か
く
、
日
本

は
本
当
に
ユ
ニ
ー
ク
な
国
だ
。

こ
の
本
は
日
本
の
新
聞
５
紙
（
毎
日
と

朝
日
、
読
売
、
日
経
、
産
経
）
の
社
説
を

詳
細
に
分
析
し
て
い
る
。
毎
日
へ
の
評
価

を
紹
介
す
る
と
、
「
日
本
は
戦
勝
国
に
汚

名
を
着
せ
ら
れ
、
戦
争
の
犠
牲
者
に
な
っ

た
」
と
す
る
一
部
新
聞
に
対
し
、
毎
日
は

「
よ
り
複
雑
で
二
律
背
反
的
」
に
考
え
る

と
い
う
。
つ
ま
り
、
旧
日
本
軍
の
加
害
行

為
を
「
自
分
た
ち
の
国
民
的
ア
イ
デ
ン
テ

ィ
テ
ィ
ー
の
一
部
」
と
み
な
す
一
方
で
、

死
亡
し
た
多
く
の
同
胞
は
犠
牲
者
で
軍
部

と
Ａ
級
戦
犯
は
加
害
者
だ
と
も
考
え
る
｜

｜
と
著
者
は
言
う
。
二
重
の
構
造
が
あ
る

と
い
う
こ
と
か
。

例
示
の
社
説
に
は
私
が
関
与
し
た
も
の

も
あ
っ
て
論
評
し
に
く
い
が
、
日
本
の
新

聞
の
意
識
構
造
の
分
析
と
し
て
興
味
深
い

の
は
確
か
だ
。
橋
本
さ
ん
は
今
春
、
歴
史

問
題
で
日
本
に
提
言
し
た
欧
米
な
ど
の
識

者
の
一
人
。
外
国
の
学
者
に
よ
る
日
本
メ

デ
ィ
ア
評
に
は
違
和
感
を
覚
え
る
こ
と
も

な
い
で
は
な
い
が
、
橋
本
さ
ん
は
日
本
で

育
っ
た
人
で
も
あ
り
、
客
観
的
事
実
を
積

み
上
げ
た
推
論
は
読
み
ご
た
え
が
あ
る
。

彼
女
の
言
葉
を
借
り
る
と
、
日
本
の
平

和
主
義
は
米
国
と
の
同
盟
関
係
も
こ
れ
あ

り
で
、
「
複
雑
な
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
」
の
よ

う
だ
。
悪
く
言
え
ば
「
つ
ぎ
は
ぎ
」
。
こ

れ
を
自
然
に
、
美
し
く
見
せ
よ
う
と
す
る

ほ
ど
複
雑
な
理
屈
が
必
要
に
な
り
、
「
戦

後
」
を
め
ぐ
る
論
争
も
長
引
く
の
か
。
も

し
か
し
て
日
本
人
は
、
戦
後

年
、
戦
後

１
０
０
年
に
な
っ
て
も
同
じ
よ
う
な
論
争

を
す
る
の
だ
ろ
う
か
。
暑
さ
が
ひ
と
し
お

こ
た
え
る
夏
だ
。

（
専
門
編
集
委
員
）

史上最高齢

三浦雄一郎さん
女性最年少

ニムドマ・シェルパさん

観光力で輝けネパール
三
浦
さ
ん
は
、
７
月

〜

日

に
登
山
な
ど
で
ゆ
か
り
の
深
い
ネ

パ
ー
ル
を
訪
問
し
、
震
源
と
な
っ

た
中
部
ゴ
ル
カ
地
区
な
ど
の
山
村

を
ヘ
リ
で
訪
ね
た
。
「
山
の
景
色

が
変
わ
る
ぐ
ら
い
の
災
害
だ
っ
た

と
実
感
し
た
」
と
言
う
。

山
村
サ
マ
ガ
ー
オ
ン
で
は
、
住

民
が
「
き
れ
い
な
飲
料
水
が
不
足

し
、
子
供
は
下
痢
な
ど
で
苦
し
ん

だ
」
「
農
作
物
の
生
育
が
悪
く
、

１
〜
２
カ
月
分
の
食
料
し
か
収
穫

で
き
な
い
見
込
み
だ
」
な
ど
と
窮

状
を
訴
え
た
。
三
浦
さ
ん
は
「
雨

期
で
道
路
事
情
も
悪
く
、
支
援
は

大
変
だ
。
ま
た
、
（
復
興
が
進
む
）

首
都
と
山
間
部
の
格
差
も
感
じ

た
」
と
語
っ
た
。

山
間
部
で
は
現
金
収
入
が
少
な

く
山
岳
ガ
イ
ド
ら
は
ガ
イ
ド
の
収

入
で
子
供
を
留
学
さ
せ
る
な
ど
苦

労
し
て
き
た

三
浦
さ
ん
は
｢
観
光

業
の
裾
野
は
広
く
、
復
興
を
急
ぐ

必
要
が
あ
る
。
エ
ベ
レ
ス
ト
観
光

が
元
に
戻
る
に
は
３
年
ぐ
ら
い
か

か
る
だ
ろ
う
」
と
み
る
。

来
年
秋
に
は
ま
た
エ
ベ
レ
ス
ト

遠
征
を
予
定
。
「
成
功
さ
せ
て
ネ

パ
ー
ル
は
安
全
だ
と
ア
ピ
ー
ル
し

た
い
」
と
意
気
込
む
。

一
方
、

年
に
日
本
で
Ｗ
Ｆ
Ｐ

の
活
動
を
ア
ピ
ー
ル
す
る
広
告
に

起
用
さ
れ
た
ニ
ム
ド
マ
さ
ん
は
、

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
被
災
し
た
。

約
１
週
間
後
に
エ
ベ
レ
ス
ト
に
近

い
中
部
ド
ラ
カ
地
区
の
古
里
シ
ミ

ガ
ー
オ
ン
に
帰
っ
た
。
実
家
は
損

壊
し
、
い
と
こ
は
地
滑
り
で
死
亡

し
て
い
た
。

５
月
に
「
故
郷
の
た
め
に
働
き

た
い
」
と
Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
ス
タ
ッ
フ
に

志
願
し
、
ド
ラ
カ
地
区
で
食
料
支

援
に
あ
た
る
。

今
回
の
地
震
で
は
、
ニ
ム
ド
マ

さ
ん
が
エ
ベ
レ
ス
ト
に
挑
む
前
に

ト
レ
ー
ニ
ン
グ
を
積
ん
だ
「
世
界

で
最
も
美
し
い
谷
」
と
言
わ
れ
る

中
部
ラ
ン
タ
ン
村
も
壊
滅
し
た
。

だ
が
、
ニ
ム
ド
マ
さ
ん
は
「
ネ
パ

ー
ル
に
は
た
く
さ
ん
の
観
光
資
源

が
あ
る
。
新
た
な
観
光
地
を
発
掘

し
、発
展
さ
せ
る
こ
と
が
重
要
だ
」

と
話
し
た
。

ま
た
、
エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
山
ル

ー
ト
の
中
に
は
、
氷
河
の
融
解
な

ど
で
以
前
か
ら
毎
年
の
よ
う
に
変

わ
る
も
の
も
あ
る
と
い
い
、
「
登

山
道
を
作
る
人
々
の
能
力
は
高

い
。
数
年
で
安
全
な
ル
ー
ト
が
で

き
る
だ
ろ
う
」
と
指
摘
し
た
。

世
界
遺
産
に
登
録
さ
れ
た
多
く

の
建
築
物
も
倒
壊
し
、
苦
境
が
続

く
ネ
パ
ー
ル
の
観
光
業
。
１
９
６

０
年
代
以
降
、

回
以
上
ネ
パ
ー

ル
を
訪
問
し
、
毎
年
の
よ
う
に
ロ

ッ
ジ
や
ホ
テ
ル
が
増
え
て
い
っ
た

様
子
を
知
る
三
浦
さ
ん
は
「
観
光

客
が
現
地
を
訪
れ
る
こ
と
が
、
復

興
に
つ
な
が
る
」
と
信
じ
る
。
ニ

ム
ド
マ
さ
ん
も
「
観
光
客
に
来
て

も
ら
う
こ
と
で
雇
用
が
生
ま
れ
、

発
展
で
き
る
。
ぜ
ひ
日
本
の
方
に

も
来
て
ほ
し
い
」と
呼
び
か
け
た
。

ネパール文化観光・航空省の

データによると、2012年には海

外から 万人以上の旅行者が訪

れ、平均約 日間滞在。13.1％

がトレッキング・登山目的で、

巡礼（13.7％）に次いで多かっ

た。日本人は２万8642人だった。

観光業には約 万人が従事し

ていると推定。 年は国内総生

産（ＧＤＰ）の約２％を観光業

が占めると推計されている。た

だ、計上されているのはホテル

とレストランだけで、周辺産業

を含めるともっと多くなるとみ

られる。 年の観光による外貨

獲得は約307億㍓（約374億円）

で、全体の約２割にあたるとさ

れる。

ＡＦＰによると、ランタン村

周辺の渓谷では、少なくとも外

国人 人が遺体で見つかり、

人が行方不明となった。

また、ＡＰ通信などによると、

エベレストに向かうトレッキン

グルートは、地震で少なくとも

４カ所が被害を受け、宿泊施設

も ％が損傷した。ただ、詳細

な調査は実施されておらず、被

害の実態はよく分かっていな

い。

登山 トレッキング被害

ネパール経済における

観光業

ネパール大地震の復興について語る三浦雄一郎さん

とニムドマ・シェルパさん‖カトマンズで

Ｗ
Ｆ
Ｐ
の
支
援
物
資
を
運
ぶ
女
性
。
後
方
左
が
三
浦
雄
一
郎
さ
ん

‖
ネ
パ
ー
ル
中
部
ゴ
ル
カ
地
区
チ
ェ
ッ
カ
ム
で
、
７
月
22
日

三
浦
雄
一
郎（
み
う
ら
・
ゆ
う
い
ち
ろ
う
）

さ
ん

１
９
３
２
年
、
青
森
県
生
ま
れ
。
プ

ロ
ス
キ
ー
ヤ
ー
、
登
山
家
。

年
か
ら
世
界

７
大
陸
最
高
峰
の
ス
キ
ー
滑
降
を
始
め
、

年
に
達
成
。
エ
ベ
レ
ス
ト
は
２
０
０
３
年
に

当
時
世
界
最
高
齢
（

歳
）
で
登
頂
し
て
以

来
、
３
回
登
頂
に
成
功
し
て
い
る
。

ニ
ム
ド
マ
・
シ
ェ
ル
パ
さ
ん

１
９
９
１

年
生
ま
れ
。
２
０
０
８
年
に
女
性
登
山
隊
「
７

サ
ミ
ッ
ト
ウ
ー
マ
ン
チ
ー
ム
」
の
一
員
と
し

て
、
女
性
最
年
少
（
当
時
）
の

歳
で
エ
ベ

レ
ス
ト
登
頂
に
成
功
。
昨
年

月
に
は
世
界

７
大
陸
最
高
峰
を
踏
破
し
た
。

年
に
Ｗ
Ｆ

Ｐ
の
広
告
に
登
場
し
、
来
日
し
た
。

新
た
な
魅
力
発
展
・
発
信

● ●

ネ
パ
ー
ル
大
地
震
（
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
７

・
８
）
か
ら
３
カ
月
を
過
ぎ
た
が
、
国
の
経

済
を
支
え
て
き
た
観
光
業
の
復
興
は
進
ん
で

い
な
い
。
登
山
や
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
も
ル
ー
ト

が
破
壊
さ
れ
、
世
界
中
の
フ
ァ
ン
が
心
配
し

て
い
る
。
２
０
１
３
年
、
世
界
最
高
峰
の
エ

ベ
レ
ス
ト
（
８
８
４
８
㍍
）
に
史
上
最
高
齢

の

歳
で
登
頂
し
た
冒
険
家
、
三
浦
雄
一
郎

さ
ん
(

)
は
先
月
、
国
連
世
界
食
糧
計
画
（
Ｗ

Ｆ
Ｐ
）
の
親
善
大
使
と
し
て
現
地
を
視
察
。

首
都
カ
ト
マ
ン
ズ
で
、

年
に
女
性
最
年
少

と
な
る

歳
で
登
頂
し
た
ニ
ム
ド
マ
・
シ
ェ

ル
パ
さ
ん
(

)
と
対
談
し
、
被
災
地
の
現
状

な
ど
に
つ
い
て
語
り
合
っ
た
。

【
カ
ト
マ
ン
ズ
で
金
子
淳
、
写
真
も
】
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ア
フ
マ
ッ
ド
・
モ
フ
タ
ル
博
士
の
墓
標
前
で
業
績
を
し
の
び
、

追
悼
す
る
参
列
者
ら
‖
ジ
ャ
カ
ル
タ
市
内
で
、
平
野
光
芳
撮
影

【ジャカルタ平野光芳】第二次大戦

中の1944年、日本占領下のインドネシ

アで、毒入りの予防接種を受けたイン

ドネシア人労働者数百人が死亡する事

件が起きた。その首謀者として日本軍

に処刑されたとされる医学者、アフマ

ッド・モフタル博士を追悼する式典が

先月、ジャカルタ市内で営まれた。事

件を巡る日本軍の史料はほとんど残っ

ておらず、博士の逮捕後の扱いなども

含めて真相は不明だ。だが、インドネ

シアでは 冤罪 との見方が広がってお

り、事件を巡る議論が今も続いている。

インドネシアは長くオランダ領東イ

ンドとして植民地支配を受けていた

が、 年に日本軍が占領した。

モフタル博士は1892年、スマトラ島

生まれ。オランダに留学して黄熱病研

究で実績をあげた後、インドネシアを

代表する医療研究機関「エイクマン研

究所」に移った。日本軍政下でオラン

ダ人研究者が排斥されたこともありそ

の後、研究所長に就任した。

事件は 年８月に発生。軍事施設建

設などのために各地からジャカルタに

集められたインドネシア人労働者が突

然「破傷風」の症状を訴え、数百人が

死亡したとされる。

患者はいずれも１週間ほど前にチフ

ス、コレラ、赤痢の混合ワクチン接種

を受けていた。日本軍は「われわれに

打撃を与えるため、ワクチンに毒を入

れた」との疑いでエイクマン研究所の

関係者を逮捕。ただその後、モフタル

博士以外はほとんど釈放されたとい

う。「自白した」博士は、 年７月に

処刑されたと言われている。

当時、傷口から体内に入った破傷風

菌により中枢神経がおかされる破傷風

は、負傷した兵士にとって大きな脅威

で、日本軍はワクチン開発など対策を

急いでいた。また、インドネシアでは

労働力として多数の「ロームシャ（労

務者)が集められ、ビルマ（ミャンマ

ー）やマレーシアなど域外にも送られ

ており、過酷な環境で肉体労働を強い

られた存在として語り継がれている。

インドネシア社会史が専門で、モフ

タル事件についても研究してきた倉沢

愛子・慶応大名誉教授は「当時、事件

は反日テロ行為として扱われたが、モ

フタル氏にはテロを実行する動機が乏

しい。日本軍がインドネシアで開発し

ていた破傷風ワクチンを安全だと過信

して使った可能性がある」と見ている。

一方「処刑」から 年の今年、英国

の伝染病研究者らが事件を扱った本を

出版。インドネシアメディアが大きく

取り上げるなど、反響を呼んでいる。

出版したのは英オックスフォード大

のケビン・ベアード教授ら。「日本占

領下インドネシアの戦争犯罪」（邦訳

未出版）は「ワクチンが事故で誤って

汚染されたり、博士が意図的に毒物を

混入したりした可能性はない」と指摘。

「日本軍が労務者を対象に破傷風ワク

チンを試験的に使い、失敗した」との

見方を示す。また、死亡した労働者を

約900人と見積もった。

命日 とされる７月３日 ジャカル

タ北部にあるモフタル博士の墓標に

は 博士の後輩にあたる医学者ら約100

人が集まった。関係者は「責任を１人

でかぶって他の所員の命を救った」と、

その業績や行動をたたえ、博士の冥福

を祈った。

日本軍政下のインドネシア

「数百人毒殺」医師は冤罪か
「モフタル事件」続く議論
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